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実施企業について

株式会社サイオー
⚫公共施設をはじめとする多くの施設でサービスを展開する施設運営維持管理企業
⚫指定管理施設において、運営・維持管理により安心・安全・快適なサービスを提供
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北本市について

西中学校

北本中学校

東中学校

宮内中学校

体育センター

北本市
⚫人口  65,274人（R7.1.1）
⚫世帯数 30,966世帯
⚫面積   約19.82㎢ 
⚫市立中学校4校
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実施内容の検討
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⚫ 在籍する中学校に活動したい部活動が設置されていない。
⚫ 部員数の減少により、学校単位でチーム編成ができなくなっている。

市内中学校の部活動の現状

時代の変化に合わせた
生徒の活躍の場・機会の整備が必要

公共施設の体育センターを活用した実証事業
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指定管理者制度とは

指定管理者制度とは、平成15 年6 月の地方自治法の改正により創設された制度です。

従来、県の「公の施設」※の管理は、県が直接行うほかは、県の出資法人や公共的団体
のみが行うことができました。しかし、この制度の創設により、民間事業者などの団体
でも公の施設の管理を行うことができるようになりました。

公の施設の管理について、住民サービスの向上及び費用対効果の向上を図りつつ、施
設の設置目的を効果的に達成することとしています。

※「公の施設」とは、住民の皆様に利用していただき、公共の福祉を増進するために、
県など地方公共団体が設置している施設のことをいいます。

埼玉県ホームページ「指定管理者制度について」
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0104/kaikaku-shitei/index.html
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取り組み内容

1.目的
既存の指定管理者制度を活用することで、実施体制の構築と生徒の地域交流を
速やかに実現できる可能性を実証する。

2. 活動内容概要
① 卓球教室 日時：土曜日16：００～18：00

講師：北本市卓球連盟

② 少林寺拳法教室  日時：日曜日19：00～20：00
講師：埼玉県少林寺拳法連盟・鴻巣市少林寺拳法連盟
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募集方法

• チラシによる募集
各中学校への配布
市内スポーツ店等への
設置依頼

• ホームページ掲載
市外の方へも広く告知

市外からも問合せあり
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実施状況（中学生卓球教室）

1.教室名
中学生卓球教室

2.実施目的
指定管理者が実施する教室が、休日
部活動となる可能性を検討する。

3.参加対象
市内外中学生（学年・性別問わず）

4.教室参加費
2,400円/月（4回上限）

5.参加人数
9名

卓球教室写真
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実施状況（少林寺拳法教室）

1.教室名
少林寺拳法教室

2.実施目的
中学生が地域の一員としてスポーツに取り組む
教室が、休日部活動となるかを検討する。

3.参加対象
どなたでも（こどもから大人まで幅広い世代で
活動）

4.教室参加費
１，０００円/月（4回上限）

5.参加人数
12名（内、中学生0名。体験入部３名）
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指定管理者が行うメリットついて

◆ 実施場所の確保をしやすい
指定管理者の事業、または行政の事業として場所の優先予約を
とりやすい。継続して場所を確保できる。

◆ 指導者の確保がしやすい
地域の連盟・団体との協力関係を構築されていることが多いため、
地域の活動方針に沿った指導者を確保できる。

◆ 近隣との連携体制
民間事業者ならではのフットワークで、他団体や近隣行政との連携体
制を構築が可能。
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課題（指定管理者が行う事業について）

◆ 教室事業の継続性について
指定管理期間が5年となることが多い。指定管理者変更の際に
自主事業が引き継がれないことがある。

◆ 指導者への謝金について
謝金が少額になると、継続して指導をしてもらえない可能性あり。
教員が講師として参加する場合の兼職・兼業の取り扱い。

◆ 学校との指導方針の一貫性について
学校と自主事業教室の指導方針の違いによる、生徒への指導方法の
一貫性の確保。技術面以外（心身・社会性）の指導。

学校・行政との協力体制が不可欠
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課題（講師へのアンケートより）

◆ 活動費用について
1回あたり250～500円程度

• 部活動は無償で行っているため、金額は低いほうがいい。
• 補助金が入るのであれば、上げてもいい。

◆ 地域移行の時期について
①すぐにでも実施したほうがいい。 ②2～3年後

• ①学校と別組織が実施したほうが、早く体制ができると考える。
• ②体制を含めて、学校側とのコミュニケーションが必要。

◆ 平日を含めた部活動の移行ついて
場所・指導者・参加生徒数の確保

• 現在の教室規模で平日まで実施できるかは体制次第。
• 教育委員会、学校、施設管理者の協力が不可欠。
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アンケート結果について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中・高校生

保護者

一般

実証事業について知っているか

知っている 知らない



©株式会社サイオー 14

アンケート結果について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中・高校生

保護者

一般

地域移行時の部活動活動場所について

学校外でも 学校内がいい どちらとも言えない
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アンケート結果について

0 2 4 6 8 10

500円

1,000円

1,500円

2,000円

2,500円

3,000円

月謝の金額希望について

保護者 一般
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アンケート結果について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中・高校生

保護者

一般

指導者について

教師・現在の顧問 スポーツ教室講師 地域・自治会の講師
連盟所属講師 地域の高校・大学生
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課題（参加者・保護者へのアンケートより）

◆ 部活動の活動場所について
・学校外での活動となった場合、参加を希望しない生徒も。
・大会参加要件等に懸念

◆ 月謝について
・500～3,000円程度。
・受益者負担についての一定の理解はあるが、低料金を希望。

◆ 指導者の希望について
・生徒は教師・顧問、スポーツ教室講師との回答が多い。
・保護者は連盟所属講師の希望も。
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まとめ

中学生が部活動をする場を確保できるよう
今後も様々な検討を行ってまいります。

ご清聴ありがとうございました


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18

